





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12 金沢大学人間社会学城学校教育学類教育実践研究 弟34号 平成20年
ども達のその時の状態に柔軟に対応でき､様々
な方法､人数で､楽しく活動できるなどの理由
が考えられる｡しかし現実には音楽科の教科交
流は様々な開度を抱えている｡ある学校では､
特別支媛学級の子どもが教科交流の授業中に､
何も学ぶことができていない姿や､通常学級の
子ども達に受け容れられていない姿などが戟寮
された｡また､子ども達や教師の ｢できる｣こ
とで人を判断する能力主義や成果主義の考え方､
そこから来る差別､自分さえよければそれでい
いという利己主義の考え方や､音楽を知識や表
面上の演奏だけで捉える評価等の同産もあった｡
これらはもちろん音楽科だけの同席ではなく､
現代の社会背景とも結びついており､簡単に解
決できるような問題ではない｡しかしだからこ
そ意味があり､私達が決して無視してはいけな
い様々な側面を持っていると考える｡音楽科と
してどのような人間を育てていくべきなのか､
子ども達にどのような力を身につけてはしいの
か､もう一度よく考えながら､このような課虜
と向き合っていかなければならないと考える｡
様々な個性を持つ子ども達が､音楽を､仲間と
心から楽しめるようにすること､そしてそのよ
うな学びの場を決して失わせないことが､音楽
科に携わる者としての責任だと考える｡
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